
前
述
し
た
よ
う
に
、
現
在
は､

五
～

九
の

五
棟
は
解
体
さ
れ､

そ
の
跡

地
に
三
棟
の
三
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
ち
、
広
い
駐
車
場
に
は
、
カ
ー

ポ
ー
ト
が
並
ん
で
い
る
。

地
図
中
に
木
造
二
階
建
が
三
棟

あ
り
、「
現
在
は
浴
場
と
集
会
場
が

新
築
さ
れ
た
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
木
造
二
階
建
は
、
前
掲
の

鉄
筋
ア
パ
ー
ト
建
築
以
前
の
写
真

に
写
っ
て
い
る
の
で
、
戦
後
早
い
時

期
に
建
て
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。

下
は､

浴
場
新

築
の
際
に
撮
ら

れ
た
写
真
で
あ

る
（『
か
み
お
か
』

昭

和
五
九
年

四
月
）「
木
造
ア

パ
ー
ト
二
棟
を

壊
し
前
の
物
置

を
後
退
さ
せ
て､

浴
場
と
集
会
場

が
一
つ
の
建
物

と
な
っ
て
新
築

さ
れ
る
」と
説
明

さ
れ
て
い
る
。

鉄
筋
ア
パ
ー
ト
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
の
で
省
略
す
る
が
、
こ
の
地
図
よ
り
以

降
、
昭
和
四
七
年
頃
に
木
造
二
階
建
て
の
南
側
に
二
棟
の
三
階
建
鉄
筋

ア
パ
ー
ト
が
新
築
さ
れ
た
の
で
、
全
部
で
一
三
棟
に
な
っ
た
。

鉄
筋
ア
パ
ー
ト
群
の
西
の
端
に
社
員
浴
場
取
り
壊
し
移
転
と
か
か
れ
て
い
る

が
、
上
記
浴
場
が
新
築
の
際
、
取
り
壊
さ
れ
、
統
合
さ
れ
た
。

◎
社
宅
世
帯
数
・人
口
の
推
移

表
で
は
昭
和
四
五
年
が
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
平
成
２
年
の
増
加
は
、
昭
和
６
３

年
に
栃
洞
社

宅
が
閉
鎖
さ

れ
、
全
員
が

旭
ヶ
丘
、
夕

陽
ヶ
丘
へ
移

転
し
た
こ
と

に
よ
る
と
思

わ
れ
る
。

◎
間
取
り

・
横
坑
社
宅

①
横
坑
職
員
社
宅
の
間
取
り

平
屋
、1

軒
屋

左
図
の
よ
う
に
広
い
部
屋
が3

間
の
外
に
、
床
の
間
や
広
縁
や
風
呂
が
つ
い

て
い
る
。

②
木
造
職
員
社
宅
（取
り
壊
さ
れ､

跡
に
ス
カ
イ
ド
ー
ム
が
建
て
ら
れ
た
社

宅
）

平
屋
、
二
戸
建
て

・①
と
比
べ
て
や
や
小
ぶ
り
で
あ
る
が
、
風
呂
が
つ
い
て
い
る
。

・八
才
か
ら
二
五
才
頃
ま
で
、
横
坑
社
宅
、
夕
陽
ヶ
丘
社
宅
に
居
た
。
玄
関
、

六
畳
、
八
畳
、
三
畳
、
台
所
、
ト
イ
レ
。
七
人
家
族
（両
親
子
ど
も
五
人
）で
、
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狭
く
て
大
家
族
ゴ
ロ
ゴ
ロ
の
生
活
で
し
た
。

③
夕
陽
ヶ
丘
鉄
筋
ア
パ
ー
ト

・ベ
ラ
ン
ダ
が
あ
る

・三
階
一
二
戸
建
て

・六
畳
三
間
は
、
上
記『
か
み
お
か
』
の
記
事
に
は
現
れ
て
い
な
い
の
で
、
記
憶

間
違
い
？
あ
る
い
は
、
夕
陽
ヶ
丘
東
地
区
に
建
て
ら
れ
た
三
階
鉄
筋
ア
パ
ー

ト
か
？

要
、
調
査

④
木
造
従
業
員
社
宅

（昭
和
五
〇
年
頃
の
思
い
出
）

・三
間
式

・二
階
建
て
ア
パ
ー
ト

・
二
階
の
便
所
と1

階
の
便
所
繋

が
っ
て
い
た

・
音
が
す
る
の
で､

鉄
筋
の
よ
う
に

は
落
ち
着
け
な
い

・水
ま
わ
り
の
凍
結
が
心
配
だ
っ
た

３

勤
務
の
様
子

（１
）
出
退
勤
の
こ
と

・昭
和
四
二
年
ま
で
ロ
コ
が
あ
っ
た
頃
は､

社
宅
か
ら
土
手
を
降
り
て
行
き
、
東

町
白
山
の
停
車
場
で
乗
車
し
た
。
そ

の
後
は
徒
歩
か
自
転
車
で
鹿
間
ま
で

通
っ
た
。
後
、
通
勤
バ
ス
も
あ
っ
た
。

・
昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）
一
〇

月

鉱
山
で
通
勤
バ
ス
運
行
（栃
洞
二

便
茂
住
五
便
）が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、

夕
陽
ヶ
丘
の
通
勤
者
も
こ
れ
を
利
用
？

し
か
し
、
昭
和
四
九
年
一
一
月
一

一
日
、
通
勤
バ
ス
廃
止
さ
れ
、
二
㌖
で
通
勤
手
当
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。

（２)

日
常
の
過
ご
し
方

・組
合
の
選
挙
活
動
を
よ
く
し
た
。

・野
球
で
夕
陽
ヶ
丘
の
チ
ー
ム
が
あ
り
、
近
く
の
広
場
（
現
駐
車
附
近
？
）や

旭
ヶ
丘
グ
ラ
ン
デ
練
習
し
た
。

・映
画
鑑
賞
（洋
画
月
四
回
）、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
そ
の
他

４

福
利
・厚
生
・文
化
』教
育

（１
）
施
設

・子
供
時
代
の
こ
と
な
が
ら
、
神
岡
鉱
山
の
社
宅
生
活
は
恵
ま
れ
て
い
た
と

思
う
。

◎
共
同
浴
場

夕
陽
ヶ
丘
に
は
三
ヶ
所
浴
場
が
あ
っ
た
。

一
つ
は
横
坑
社
宅
に
あ
っ
た
社
員
浴
場
で
あ
る(

次
ペ
ー
ジ
写
真)

。
閉

鎖
後
、
算
盤
塾
と
し
て
使
用
さ
れ
た
が
、
こ
の
写
真
の
時
点
（
平
成
二
〇
年

頃
）で
は
空
き
家
だ
っ
た
が
、
現
在
は
取
り
壊
さ
れ
て
姿
が
な
い
。
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あ
と
２
つ
は
、
東
地
区
の
中
心

地
と
鉄
筋
ア
パ
ー
ト
群
の
西
の
外

れ
に
あ
っ
た
。
次
の
写
真
は
中
心

地
に
あ
っ
た
旧
浴
場
で
あ
る
。

昭
和
三
四
年
八
月
の『
か
み
お

か
』
に
、
次
の
よ
う
に
増
築
の
経

緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
夕
陽
ヶ
丘
浴
場
は
昭
和
二
七

年
（
当
時
の
社
宅
戸
数
は
七
八

戸
）
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の

後
社
宅
戸
数
が
次
々
に
建
て
ら

れ
、
こ
れ
に
伴
っ
て
人
口
が
増
加

し
た
た
め
に
増
築
の
必
要
が
生

じ
た
も
の
で
あ
る
。
工
事
に
あ
た
っ

て
は
将
来
の
社
宅
増
加
を
見
込
み
、
浴
室
お
よ
び
脱
衣
室
の
男
女
別
間
仕

切
り
を
取
り
外
し
て
男
子
用
と
し
、
女
子
用
が
新
し
く
建
築
さ
れ
た
。
な
お
、

新
旧
の
浴
場
を
比
較
し
て
み
る
と
、
従
来
の
男
子
浴
室
七
坪
、
女
子
八
坪

で
、
今
度
増
築
さ
れ
た
も
の
は
、
男
子
一
五
坪
、
女
子
一
六
坪
と
大
巾
に

増
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
八
月
一
五
日
に
完
成
、
入
浴
開
始
の
運
び
と
な
っ

た
。
」

こ
の
旧
浴
場
は､

東
町
バ
イ
パ
ス
造
成
の
た
め
、
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

「
雪
ど
け
と
共
に
東
町
バ
イ
パ
ス
関
係
の
工
事
が
始
ま
る
が
、
こ
の
工
事
に
伴

い
、
高
原
寮(

東
町)

や
社
宅
（夕
陽
ヶ
丘
）の
取
り
壊
し
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
は
、
夕
陽
ヶ
丘
の
共
同
浴
場
や
物
産
も
こ
わ
さ
れ
る
が
、
こ
れ

に
関
し
て
、
浴
場
と
集
会
場
を
セ
ッ
ト
し
た
新
建
設
構
想
が
ほ
ぼ
固
ま
り
、

今
秋
完
成
を
め
ざ
し
て
近
い
う
ち
に
着
工
と
な
る
。
建
設
予
定
地
は
、
夕
陽
ヶ

丘
鉄
筋
ア
パ
ー
ト
付
近
に
あ
る
木
造
社
宅
を
こ
わ
し
、
鉄
筋
二
階
建
て
に

し
、
一
階
は
浴
場
と
集
会
場
、
二
階
に
多
目
的
の
和
洋
両
用
の
部
屋
を
作

る
計
画
。
特
に
浴
場
は
夕
陽
ヶ
丘
社
宅
に
現
在
２
ヶ
所
あ
る
が
、
こ
れ
を
一
ヶ

所
に
集
中
し
、
衛
生
的
で
一
日
の
疲

れ
を
い
や
す
快
適
な
も
の
に
な
る
よ
う

配
慮
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
現
在
は
栃

洞
通
勤
者
の
浴
場
が
併
設
さ
れ
て
い

る
が､

新
築
に
伴
い
廃
止
を
し､

新
浴

場
に
入
る
よ
う
職
場
の
了
解
を
求
め

て
い
る

中
で､

な
る
べ
く
早
く
決
着

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
一

部
残
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

東
町
バ
イ
パ
ス
に
よ
り
、
夕
陽
ヶ
丘
一

帯
の
再
開
発
が
進
む
こ
と
に
な
り
、

調
和
の
と
れ
た
、
近
代
的
な
耐
久
構

造
の
施
設
に
す
る
必
要
が
あ
る
」（『
か
み
お
か
』昭
和
五
九
年
（一
九
八
四
）

四
月
）

「
か
ね
て
か
ら
建
設
中
で
あ
っ
た
夕
陽
ヶ
丘
社
宅
の
浴
場
と
集
会
場
（併
設
）

が
完
成
し
、
一
〇
月
一
一
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。
浴
場
と
集
会
場
の

総
合
施
設
は
、
浴
場
は
平
屋
建
て
、
集
会
場
は
２
階
建
て
で
、
チ
ョ
コ
と
グ
レ
ー

の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
仕
上
げ
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
も
の
で
、
集
会
場
の
１
階
は
１
０

畳
敷
の
大
広
間
、
二
階
は
洋
室
と
和
室
が
一
部
屋
ず
つ
あ
る
。
浴
場
は
栃

洞
通
勤
者
も
共
同
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
通
勤
者
用
の
ロ
ッ
カ
ー
を
設
け
て

あ
る
ほ
か
、
浴
室
は
タ
イ
ル
張
り
で
な
か
な
か
き
れ
い
で
あ
る
。
ま
た
、
湯
を
き

れ
い
に
保
つ
た
め
浄
化
装
置
を
つ
け
る
な
ど
、
利
用
者
に
喜
ば
れ
る
よ
う
工

夫
が
し
て
あ
る
。
（『
か
み
お
か
』昭
和
五
九
年
一
〇
月
）

こ
の
新
浴
場
と
集
会
場
は､

現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
。

◎
集
会
場(

旧)
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